
富山県南砺市



南砺市は、富山県南西端に位置し、美しい散居村が広がる平野部から世界遺産「五箇
山合掌造り集落」を有する山間部まで、豊かな自然の中に懐かしく美しい、日本の原風
景が息づくまちです。

この地では、豊かな自然の恵みをいただき、大自然に感謝する心や相手を思いやる気
質といった精神的風土(土徳)が根付いています。

豊かな風土の中で、多様な伝統文化や食文化､芸術文化など､かけがえのない資源が息
づいています。

五箇山合掌造り集落
（相倉集落）

散居村が広がる風景

・人 口 45,706（R7.4.1）
・面 積 668.64k㎡
・高齢化率 40.3％
・主要産業

アルミニウム､橋梁･建築建材､工作機
械等の製造業､農業



旧井口村
1,057人
(1,387人)

旧平村
782人
(1,365人)

旧利賀村
419人
(896人)

旧福野町
12,656人
(14,895人)

旧上平村
550人
(834人)

旧城端町
7,364人
(9,722人)

旧福光町
15,291人
(20,527人)

旧井波町
7,587人
(10,121人)

南砺市

３１地区
(旧小学校区)
※地域づくりの
主体の単位

３５０行政区
（自治会  
 ・町内会）

最小1戸～
最大550戸

地図データ：googleマップを利用

▲53%

▲43%

R7.4.1 45,706人
(H17.4.1 59,747人)

▲34%

▲24%



　

①地域イベントへの参画

②関わり続ける仕組み（官学連携）

・地域の受入態勢や

 地域の困りごとと

 のマッチングが必要

・地域の担い手、

 新たなアイデアに

 期待

・経費（交通費、

 滞在費）や関わり

 たくなる活動が必

 要

（１）大学生による地域活性化



”BE THE (MASTER)PIECE” (人づくり「MAP」プロジェクト)
 未来に残る街とは人が育つ地域だからと考え、地域起業家を県外から募集し、伴走するプロジェ
クトを開始。
1.「つながり」の伴走
  知り合いがいなくても大丈夫。地域の人々をつなぐ架け橋となる。
2.「自立」の伴走
  地域内企業家や地域外のアドバイザーがバックアップ。
3.「戦略」の伴走
  創業メンバー・最初の顧客、メディア、事業資金など、創業期を支えてくれる 
 出会いの場や仕組みを提供。

・東京に在住しているメンバーもいる。

・地域と関わり続け、地域の活性化（イベント開催）や
 人材発掘（後継者、新たな起業）など地域に元気と
 活気を与えている。

・地域内の移動手段や滞在施設の確保が必要

一般社団法人 ジソウラボ

 

（２）関係人口創出による地域の活性化（起業、賑わいづくり）



参考：（関連団体）一般社団法人 アキヤラボ
 起業家の伴走には、商いの場所・住む場所が必要では？
との考えから、店舗・住居に特化したラボ。井波地域の空き家問題の解決
に向け、空き家を活用した賑わいづくり創出を目指している。

■空き家の活用に向けた取組

①予防
 ・空き家セミナー
 ・空き家相談会 等

②さがす
 ・空き家情報の収集
 ・空き家の現地確認 等
 
③空き家200万以下物件
 ・建物がある限り毎年税金  
  や地代がかかる
 ・それならタダ同然でも売
  却しましょうと力説。 
 ・解体するにもお金がかかる。
 ・売却に経費もかかるため最
  低価格を30万に設定。等 



（３）関係人口創出による地域イベントから継続的な関わりへ

・みんなで農作業の日（世界遺産の棚田で田植え・収穫・実食）

・このようなイベントは市内で多くあり、イベント単発で終わっている。

・イベントを契機に地域と関わり続けてもらう（目的づくり）ことが必要。

・実際に地域と関わり続けている人、続けたい人もいる。（現在は支援ができていない。）



　

（１）目的（目指すゴール）
　　①若年層の流出防止
　　②産業の担い手確保
　　③地域活動等における後継者確保

（２）課題
　　市の各課事業の参加者が、移住や　
二地域居住へのポテンシャル層と位置づ
けられるが、そのポテンシャル層を移住や
二地域居住へ繋げるための事業や支援
策がない。

●二地域居住に求めること
　①地域との関わり
　　（ボランティア活動、農地保全、地
　　　域での副業、テレワーク等）
　②市内で滞在・地域消費がある
　

①市の関係人口・交流人口事業の
　洗い出し
②二地域居住の定義
③関係人口が活躍する・南砺に継続し
　て関わり続ける仕組み
④交流人口→関係人口→二地域居住
（または移住）の一連の支援策

国土交通省事業
(二地域居住先導的プロジェクト

実装事業)にエントリー

南砺市二地域居住
促進コンソーシアム

情報発信
地域課題提示　等

地域課題解決事業

交流人口

関係人口

二地域居住

移住 二地域居住

現状
目指すもの

現状



【課題】二地域居住の定義やターゲット設定の明確化ができていない。
【取組】取組方針の検討・実証のコンソーシアム設立。市施策を活用した移動・情報発信等の実証事業。
       
【関連事業】移住オンラインマッチング事業、移住体験ツアー 等

【コンソーシアム構成】富山県南砺市、一般社団法人なんと未来支援センター（支援法人指定予定）
           株式会社地域創生Coデザイン研究所、金沢大学 篠田教授（アドバイザー協力）

事業の概要

二地域居住フィールドの提供と
コンソーシアム全体の運営

南砺市

・データ分析を通じた南砺市二地域居住促進コ
ンソーシアムの運営協力
・二地域居住実証事業の企画検討・実証
・二拠点居住の検討に向けた意見交換会の開催
・アンケート、各種データによる分析、調査等
・市施策と二地域居住の関係性の調査を行い、
関連事業との連携、連動を通じたさらなる関係
人口の創出
・協力企業との連携

株式会社地域創生Coデザイン研究所

南砺市二地域居住促進コンソーシアム

・移住希望者や二地域居住情報の共有
・地域とのコーディネート

一般社団法人 なんと未来支援センター

・地域課題解決に関する助言
・学生参画

金沢大学（アドバイザー協力）

連携・委託

連携
連携

関連事業
【移住体験ツアー等】

二地域居住先導的プロジェクト実装事業



（１）二地域居住者の地域関与
  （ボランティア活動、農地保全、地域での副業、テレワーク等）

  ⇒必要

（２）必要な外形的な基準
  （年間滞在日数、納税額、地域消費額等）

  ⇒必要

二地域居住先導的プロジェクト実装事業の中で
定義、支援策等の方向性の検討を行う。



参考：市内のワーケーション施設等

移住体験ハウス



南砺市ブランドマーク「NANTOくん」


